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『図解と数値例で学ぶ多変量解析入門―ビッグデータ時代のデータ解析』 

正 誤 票 

この正誤票は第 1版第 1刷に対するものです．お詫びして訂正いたします． 

位  置 誤 正 

p.23 上から 2行目 最重視されている属性 最重視される要因 

p.45 下から 1行目 xykS  
xxkS  

p.46 上から 2行目 xykS  
xxkS  

p.52 2.3.4上から 4行目 分散が10 cm 標準偏差が10 cm 

5行目 分散は 1.0 m 標準偏差は 1.0 m 

p.63 式(2.47) 
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p.65 上から 6行目 多変量正規分布 本章の最後に，多変量正規分布 

   下から 6行目 (N－1)VはW (N－1)Vの分布はW 

   下から 3行目 分散共分散行列 V はウィシャート

分布に 

分散共分散行列 V の分布はウィシ

ャート分布に 

p.71 下から 2行目 1n   1p  

p.72 式(3.14) 𝐴𝐴=1 = 𝐴=1𝐴 = 𝐴𝐴−1 = 𝐴−1𝐴 = 

   式(3.15) ⇔ 𝐴=1 = ⇔ 𝐴−1 = 

p.78 下から 5行目 
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p.79 上から 1行目 
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p.84 上から 9行目 （負の固有ベクトルもあり得る， （負の固有ベクトルもあり得る）， 

p.146 表 6.2 

 

 

（誤） 

肝臓がん群 k=1 肝硬変群 k=2 

患者 検査 A: x1 検査 B: x2 患者 検査 A: x1 検査 B: x2 

…  …  …  …  …  …  

平均 0.410  0.690  平均 0.720  0.450  

分散 0.083  0.025  分散 0.036  0.032  

検査 A 検査 B 検査 A と B 

全平均 0.565  全平均 0.570  共分散 0.012  

全分散 0.083  全分散 0.042  
   

 （正） 

肝臓がん群 k=1 肝硬変群 k=2 

患者 検査 A: x1 検査 B: x2 患者 検査 A: x1 検査 B: x2 

…  …  …  …  …  …  

平均 0.410  0.690  平均 0.720  0.450  

偏差平方和 0.749  0.229  偏差平方和 0.356  0.285  

分散 0.083  0.025  分散 0.040  0.032  

偏差積和 S12(1) 0.231 偏差積和 S12(2) ‐0.080 
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位  置 誤 正 

p.146 下から 3～2行目 

 

 

全分散共分散行列を求めると， 
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式（6.9）に従い，表 6.2 の数値よ

り∑̂ = 𝑆 の各成分を計算すると， 

(0.749 + 0.356) 18⁄ = 0.0614， 

(0.229 + 0.285) 18⁄ = 0.0286， 

[0.231 + (−0.080)] 18⁄ = 0.0084 

となり， 
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p.147 1行目 1
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p.151 表 6.5項目名 （誤） 

No. x1: x2: x3: x4: x5: x6: x7: x8: x9: x10: x11: x12: x13: x14: C: 
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 （正） 

No. x1: x2: x3: x4: x5: x6: x7: x8: x9: x10: x11: x12: C: 
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＊ x1：収益力比率 と x12：買入債権回転期間 の列を削除し，番号をつめる． 

p.152 図 6.5  :8x 借入金月数 

:9x 使用総資本回転率 

:10x 在庫回転期間 

:7x 借入金月数 

:8x 使用総資本回転率 

:9x 在庫回転期間 

p.163 下から 2～1行目 ≧λrと（p－r）個の固有値 0 を持

ちます． 

≧λr ＞0 と，計算演算上でてくる

残りの（p－r）個の固有値は限りな

く 0に近い値となります． 

p.167 手順 5 上から 3行目 を求める を 𝑎𝑇𝑎 = 1 下で求めると 

式(7.18) 𝑎1 = (−0.5205  0.6600 − 0.4724) 

𝑎2 = (0.8292  0.7264  0.0255) 

𝑎1 = (−0.6401  0.6773 − 0.3627) 

𝑎2 = (0.7385  0.5569  0.3802) 

    手順 6 上から 2行目 

 

3行目 

𝑍1 = −0.5205𝑥1 + 0.6600𝑥2

− 0.4724𝑥3 

𝑍2 = 0.8292𝑥1 + 0.7264𝑥2

+ 0.0255𝑥3 

𝑍1 = −0.6401𝑥1 + 0.6773𝑥2

− 0.3627𝑥3 

𝑍2 = 0.7385𝑥1 + 0.5569𝑥2

+ 0.3802𝑥3 

p.177 上から 10行目 ),,1(1 pia i   ),,1(1 pja j   

    下から 4行目 式（8.3） 式（8.4） 

p.188 上から 2行目 表 8.8 表 8.10 

p.194 上から 3行目 あるを 1，ないを 0と “ある”を 1，“ない”を 0と 
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位  置 誤 正 

p.202 下から 12～11行目 式（9.14）から…求まります． 式（9.14）は不定解になります．1

つの近似解としては， 

𝑅 = [0.47ℎ1(1) + 0.33ℎ1(2)

+ 0.20ℎ1(3) − 0]2

+ [0.47ℎ1(1)2 + 0.33ℎ1(2)2

+ 0.20ℎ1(3)2 − 0.0764]2 

のRができるだけ最小になるMin 

{R }の解が相当します．いまのと

ころ最小であるとしている解は，

h 1(1) = 0.2905（20～30 代），h 1(2) 

=－0.2999（40～50 代），h 1(3) =

－0.1878（60 代～）があります． 

p.203 図 9.3 

20～30代，40～50代，

60代～ の矢印の位置 

＊正欄を参照 正誤票の p.202 の正欄の値の位置

に修正 

p.204 上から 7行目 すなわち，h 1(1) = 0.192（20～30

代），h 1(2) =－0.394（40～50 代），

h 1(3) =－0.199（60代～）となり

ます． 

すなわち，h 1(1) = 0.2905（20～30

代），h 1(2) =－0.2999（40～50 代），

h 1(3) =－0.1878（60代～）となり

ます． 

p.216 式(10.7) 変量 𝑥𝑖 の分散 変数 𝑥𝑖 の分散 

p.237 式(11.14)  
),,1,( pjx ijjj    ),,1,( pmx immm    

p.252 囲み内下から 6行目 ていかを表します. ているかを表します. 

p.282 手順 3下から 4行目 方程式（13.11） 方程式の式（13.10）と式（13.11） 

 手順 4上から 2行目 数値例 12－① 数値例 13－① 

p.283 下から 4行目 式（13.12） 式（13.13） 

p.284 上から 2行目 （13.12） （13.13） 
 

2022年 9月 日本規格協会 

 

 

 

 


